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●点 鐘 
●ロータリーソング     奉仕の理想 
●高山中央ロータリークラブ職業倫理基準 

●本日のゲスト  

       国際ロータリー第 2630地区 

        D.E.I 推進小委員会委員長 

       川原 直美 様（熊野ＲＣ） 

●会長の時間       会長 中田 学 
こんにちは！会長の時間

です。来週末は、平塚湘南

ロータリークラブの例会

へ訪問させていただきま

す。コロナで、中断してい

ましたが、ありがたいこ

とに実施できます。伊藤

委員長におかれまして

は、諸々のアナウンスや

ご準備等々、ありがとうございます。最後までよろ

しくお願いします。 

平塚湘南ロータリークラブと高山中央ロータリー

クラブは、2006 年 2 月 10 日に姉妹ロータリークラ

ブとして関係を締結しました。今年で１７年になり

ます。このところ、コロナで中断していますが、以

来、相互に例会訪問を繰り返しています。今年は、

訪問、来年はお迎えするということになります。 

私は、これまで、２回、先方に伺っています。最初

は、7 年前、2016 年 2 月 19 日、大磯プリンスホテ

ルでの「平塚湘南ロータリークラブ 25 周年記念式

典」、よくわからないまま参加しましたが、大磯プリ

ンス、芸能人水泳大会の会場だったので、思春期に

番組を見ていたので、感慨深く、記憶に残っていま

す。 

次は、2018年 7月 7日、当日は、前日から降り続い

た大雨で高山市内が混乱している中、出発し、現地

では、「七夕祭り」を見て、その規模の大きさ、人出

に驚きました。翌日はゴルフで岩本さんがホールイ

ンワンされました。私に限ってだけでも、これだけ

良い思い出ができています。古い話で恐縮ですが、

２００２年、もう 20 年前になりますが、私がＪＣ

の理事長の時に、海外、欧米での姉妹ＪＣ探しとい

うことを事業にし、アメリカ、デンバーに「チェリ

ークリークＪＣ」を見つけ、二木幹事、高原龍士さ

んも一緒でしたが、有志でデンバーへ行き、彼らと

の交流を始めることができました。 

当時、ヨーロッパやアメリカの都市をいろいろ検討

しましたが、デンバーは、高山市と姉妹都市だった

ので、そのご縁で、訪問し易かったということ、高

山市からは、民間団体同士の交流を活発にしたいと

いう要請と、色々なご協力、例えば、市庁舎を訪問

してデンバー副市長と面談できたり、ウェルカムパ

ーティーを催していただいたり、田中市長も通訳と

して同行していただいたり、があったので実行する

ことできました。訪問の２年後に、しっかり姉妹Ｊ

Ｃ締結ができました。その後、数年は交流が続きま

したが、先方が組織として機能しなくなったこと、

海外で距離が遠いこと、人が変わってモティベーシ

ョンの低下したこと等、いろいろ問題が出てきて、

残念ながら、関係は終了しました。交流事業を続け

ることの大変さを理解しました。平塚湘南ロータリ

ークラブとの交流事業についても、平塚市も高山市

と姉妹都市ですので、このご縁は大きかったと思い

ますし、そのご縁を大切に、姉妹都市間の民間交流

を１７年も続けていることは、とても素晴らしいこ

とですし、大事にしなければならないし、これから

も続けていく意味と意義は十分にあると思います。

今回の訪問では、思いも新たに、良い思い出を作り

たいと思います。 

本日の例会は、会員維持増強委員会、前越委員長の

ご担当ということで、国際ロータリー第２６３０地

区 DEI推進小委員会 川原委員長にお越しいただき、

◆会長  中田 学   ◆幹事  二木 公太郎   ◆会報委員長 西 美紀  ◆会報担当 大保木 正博 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1312 回 

54 名 54 名 38 名 ----- 70.37％ 

前々回 

1310 回 
54 名 54 名 39 名 5 名 81.48％ 
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イマジン ⇒ アクション  ～止まった時間を動かそう！～ 
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卓話をいただきます。本年度、国際ロータリーのジ

ェニファー会長が提唱されてきた、大切な取り組み

で、会員維持増強にとって有用な「DEI」について理

解を深める機会とさせていただきますので、どうぞ

よろしくお願いします。 

最後になりますが、高山市内、コロナ、随分落ち着

きを見せてきました。次回の例会は、節分例会です。

厄払いですので、体調管理にお努めいただき、万全

な状態で臨んでいただくこと、そして大いに盛り上

がることをお願いして会長の時間とします。 

ありがとうございました。 

 

●幹事報告   幹事    二木 公太郎 

◎ＲＩ本部より 

  ・ザ・ロータリアン誌 

◎国際ロータリー第 2630地

区ガバナー事務所より 

  ・カウンセラー感謝状・

米山記念奨学生修了証 

   授与式開催について 

   日時：3月 5日（日） 

      13：00～15：00 

   会場：名鉄グランドホテル 

○ロータリー米山記念奨学会より 

  ・確定申告用領収証送付 

＜高山市民憲章推進協議会より＞ 

  ・令和 5年度 花の種・苗の申し込みについて 

＜会報＞ 

  ・下呂ＲＣ  ・高山ＲＣ 

＊長瀬栄二郎会員から、社名変更のお知らせ 

（旧）健栄住宅商事株式会社 ⇒  

            （新）株式会社 健栄 

 

●会員増強委員会   委員長 前越 路子 

今年度から DEI 推進小委

員会と言うように委員会

名が変わりました。卓話講

師を依頼しましたところ、

委員長の川原さんに来て

頂きました。三重県の一番

南の熊野から岐阜県の一

番北の飛騨まで、この寒い

中お越し頂き本当に嬉し

く思っております。DEI というのが何かということ

を聞いて頂きたいと思います。 

 

 

 

●国際ロータリー第 2630地区 
        D.E.I 推進小委員会委員長 
       川原 直美 様（熊野ＲＣ） 

本日は会員増強、クラブの強化ついて卓話のご依頼

をいただきました地区の DEI推進小委員会の川原で

す。三重県熊野市にある熊野ロータリークラブ所属

でございます。 

地区では昨年まで多様性推進小委員会という名称

でしたが、今年度はもう少し幅広く DEI推進小委員

会となりました。その結果、日本のロータリークラ

ブの中で最初に作られた DEI 委員会となりました。

この委員会は、会員増強を進めるための小委員会で

あり、ジェニファージョーンズＲＩ会長、当地区の

高橋ガバナーともに特に強調されているＲＩの重

要な戦略の一つでもあります。この DEI について、

最近よく目にすると方も多いかと思います。 

ダイバーシティは多様性という意味です。エクイテ

ィは公平、公正性です。平等とは違います。そして

インクルージョンですが、こちらは直訳すると包括

や包含するという意味になりますが、日本語に訳す

るのが少し難しいです。後程詳しく触れていきます。 

この３つの言葉の頭文字をとったのが DEIです。「多

様で・公平で（公正性）誰をも排除しないすべてを

含んだ」という意味になります。この DEIを推進す

ると、様々な人が集まり相互に関わることで、クラ

ブの活性化につながることが期待できます。また、

メンバー間の障壁を取り除くことによって、一体感

が生まれ、増強につながり、クラブとしての魅力が

増加し、認知度もアップします。つまり、クラブに

とって良い循環が生まれてきます。 

DEI についてはご理解いただけましたでしょうか？

でも、DEI の推進と会員増強、特に女性の会員増強

にどうつながるの？と疑問に思う方もあるかと思

います。DEI を推進することによって生まれる価値

は何か？ 

それは・・・様々な人が集まり相互に関わることで、

多様な意見が出たり、様々な活動に目が向けられて

いきます。それが、新たな奉仕活動につながり、ク

ラブが活性化していくことにつながっていきます。

また、DEI を推進することで、メンバー間の障壁が

取り除かれ、クラブ全体に一体感が生まれます。  
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それが増強につながり、更にクラブの魅力が増すこ

とで、地域社会における認知度が上がっていきます。 

このように、クラブにとって良い循環が生まれてき

ます。 

ではどうすれば DEIを推進するクラブとなることが

できるのかヒントとなる４つの手順を紹介します。 

 １．クラブで DEIを推進することを決める 

 ２．多様性とインクルージョンについて学びを深

める 

 ３．多様な人々が参加しやすいクラブにする  

 ４．すべての会員にやりがいを感じてもらう機会

をつくる 

本日の内容としましては以上となりますが、会員の

増強というテーマについては直接的では無いなぁ

と感じていらっしゃるのではないかと思います・・・ 

正直、「会員がどんどん入会してきます」という魔法

のような方法は残念ながらありません！しかし、こ

れまで見てきたように DEIの環境を作ることで活路

が見えてくるものと考えます。これからも、DEI に

ついての学びを深めてご理解いただき、クラブの活

性化につなげていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本日はお招き頂きありがとうございました。紀州 

 のミカンを少しですがお持ちしましたのでお召

しあがり下さい。よろしくお願い致します。 

 地区 D.E.I推進小委員会委員長  

                川原 直美 様 

 

 国際ロータリー第 2630地区 D.E.I推進小委員会 

 委員長 川原直美様のご来高を心より歓迎致し 

 ます。             役員理事一同 

 

 川原直美様のご来高を歓迎致します。卓話を楽し 

 みにしています。         伊藤 正隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今朝、とても良い事がありました。2日前に 

 iphoneのイヤホン Airpadsがなくなりました。 

 GPSでは、家の中にあるのにどこを探しても 

 見つからず・・今朝、嫁さんの「あったよ～」 

 の一言。洗濯したパジャマのポケットから出て 

 きました。機能に何ら問題なし。 

 何か明るい気分になりました。    高木 純 

 

 2日前に医師会の新年会がありました。 

 医師会という事で宴会はなく、20分程度で終わり 

 賀寿の先生は少し淋しい会でした。という事で、 

 周先生の還暦祝いをしました。いずれ周先生の宴 

 会部長としての力が発揮できる時が来ると励ま 

 しました。還暦おめでとうございます。 

                 葛谷 嘉久 

 

 

 

 

＜ニコニコ BOX＞ 
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